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1． 本論文の主旨

　（研究の背景、問題意識、目的、手法、結果の要約などを記述）

2． 本論文の構成と概要

（章ごとの要約）

[記述例]

第1章 「序論 Introduction」は、本論文の問題意識を述べ、背景と目的、研究対象の検討、ならびに分析に用いられている諸概念を定義し整理している。

第2章 　

…　

第8章　「結論Conclusion」は、本研究を総括している。

3． 口述試験での質疑応答

（口述試験の実施、質疑、修正意見の概要、修正意見への対応の確認）

[記述例]

本論文審査委員会は、申請者から提出された学位請求論文を査読し、2014 年11 月13 日に2時間余にわたり口述試験を実施した。主たる論点は以下の通りである。

　　…

口述試験では、指摘や質問に関して適切に回答が示され、修正すべき点については、最終提出までに適切に修正することとなった。審査委員会は修正意見に対する対応表とともに、修正が適切になされていることを確認した。
4． 評価と審査結果
（研究内容および論文の評価、合格の判断）

[記述例]

以上のように本論文では、…

…

本論文の独創的な点であり、困難な研究を成し遂げた貴重な成果が盛られている。

口述試験の内容を踏まえ、論文に関して慎重かつ総合的に審査を行なった結果、博士学位請求論文としての水準を十分満たしているものと判断し、これを受理することに全委員が合意した。　[改ページ]
5． 審査結果：　合格　・　不合格
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
博士論文審査委員会

主査Chief Examiner：　

氏名Name:                  　　　　　㊞(Signature)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属Affiliation:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職位Title:　　　　　　　　　　　
学位Degree:　　　　　　　　　　　　　　　　取得大学Conferred by：　　　　　　　　　　　　
専門分野Specialty:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副査（筆頭）Head Deputy Examiner:
氏名Name:                  　　　　　㊞(Signature)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属Affiliation:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職位Title:　　　　　　　　　　　
学位Degree:　　　　　　　　　　　　　　　　取得大学Conferred by：　　　　　　　　　　　　
専門分野Specialty:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副査Deputy Examiner:
氏名Name:                  　　　　　㊞(Signature)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属Affiliation:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職位Title:　　　　　　　　　　　
学位Degree:　　　　　　　　　　　　　　　　取得大学Conferred by：　　　　　　　　　　　　
専門分野Specialty:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副査Deputy Examiner:
氏名Name:                  　　　　　㊞(Signature)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属Affiliation:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職位Title:　　　　　　　　　　　
学位Degree:　　　　　　　　　　　　　　　　取得大学Conferred by：　　　　　　　　　　　　
専門分野Specialty:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２０YY年　　月　　日[image: image1.png]



0
PAGE  
2

